
Title 言語知識とその獲得・史的変化・運用機構を説明する言語機能モデルの構築
Sub Title Toward a model of the faculty of language which explains I-language, its acquisition and use, and

historical changes
Author 大津, 由紀雄(Otsu, Yukio)

今西, 典子(Imanishi, Noriko)
杉崎, 鉱司(Sugizaki, Koji)
礒部, 美和(Isobe, Miwa)
天野, 政千代(Amano, Masachiyo)

Publisher
Publication year 2011

Jtitle 科学研究費補助金研究成果報告書 (2010. ) 
JaLC DOI
Abstract おとなの言語知識、その獲得と運用、言語間変異、史的変化について詳細に調査し、それらを体

系的に説明できる言語機能のモデルについて検討した。その結果、言語機能とインタフェイスを
もって情報のやりとりを行う語用モジュールと言語処理モジュールを考慮することの受容性が理
論的にも実証的にも明らかとなった。

Notes 研究種目 : 基盤研究(B)

研究期間 : 2008～2010

課題番号 : 20320070

研究分野 : 英語学

科研費の分科・細目 : 言語学・英語学
Genre Research Paper
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara_id=KAKEN_20320070seika

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会または出版社/発行者に帰属し、その権利は著作権法によって
保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守してご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to the respective authors, academic societies, or
publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese Copyright Act. When quoting the content, please follow the Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


 

様式C-19 

科学研究費補助金研究成果報告書 

平成 23 年 6月 1日現在 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
研究成果の概要（和文）： 
おとなの言語知識、その獲得と運用、言語間変異、史的変化について詳細に調査し、それらを

体系的に説明できる言語機能のモデルについて検討した。その結果、言語機能とインタフェイ

スをもって情報のやりとりを行う語用モジュールと言語処理モジュールを考慮することの受容

性が理論的にも実証的にも明らかとなった。 
 
研究成果の概要（英文）： 
We explored the nature of the Faculty of Language (FL) from the viewpoints of adult 
linguistic knowledge, its acquisition and use, linguistic variations, and historical changes, 
and constructed its model.  It has become clear both theoretically and empirically that 
we need to consider the nature of pragmatic and processing modules as well in 
constructing such a model. 
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研究分野：英語学 
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キーワード：言語機能、生成文法、ミニマリズム、言語獲得、言語運用、史的変化 
 
１． 研究開始当初の背景 
(1) 生成文法研究、とくに、普遍文法研究の
深化によって、言語獲得を支える、ヒト
に固有な言語機能の性質がかなりの程度、
明らかになってきた。本研究開始時には、
言語機能の領域固有性を見極めるべく、
ミニマリズム（極小主義）の研究プログ
ラムが広く受け入れられ、そのプログラ
ムに沿った理論的・実証的研究が数多く

展開されているという状況にあった。 
 

(2) 他方、言語獲得研究、言語運用研究（と
くに、統語解析に関するもの）、言語間変
異研究、史的変化研究も普遍文法研究の
影響を受けながら、それぞれ着実な進展
を遂げている状況にあった。 
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(3) しかし、これらの諸研究の成果を統合し、
言語知識、その獲得と運用、言語間変異、
史的変化を説明できる言語機能モデルを
構築するという試みはまだ断片的にしか
行われていなかった。 

 
２ 研究の目的 
１項で述べた状況に照らし、本研究は、ミ
ニマリズムの研究プログラムと連動させ、最
終的には言語知識、その獲得と運用、言語間
変異、史的変化を説明できる言語機能モデル
を構築するという明確な目標のもとで、言語
獲得研究、言語運用研究（とくに、統語解析
に関するもの）、言語間変異研究、史的変化
研究を展開することを目的としたものであ
る。 
 
３ 研究の方法 
(1) ミニマリズムの研究プログラムに沿って
進められている諸研究の文献調査を行い、
研究の現状を正確に把握する。 
 

(2) 言語獲得研究、言語運用研究（とくに、
統語解析に関するもの）、言語間変異研究、
史的変化研究についても、同様の作業を
行う。 
 

(3) (1)と(2)の作業結果を突き合わせ、言語
知識、その獲得と運用、言語間変異、史
的変化を説明できる言語機能モデルを構
築するという目標に照らして、現在欠け
ている点を明確にする。その中には、研
究の視点と方法のいずれもが含まれる。 
 

(4) (3)の結果を踏まえたうえで、言語知識、
その獲得と運用（とくに、統語解析）、言
語間変異、史的変化に関する研究を統一
された問題意識のもとに遂行する。 
 

(5) 研究代表者と研究分担者は頻繁に連絡を
取り合い、ブレイン・ストーミングを含
めた、徹底した議論を重ねる。 
 

(6) およそ年間に 2度の割合で、研究代表者
と研究分担者が会合し、それぞれの研究
の進捗状況を報告しあい、最終目標の達
成に向けて、その後、どのような作業が
必要であるかを検討する。 

 
４ 研究成果 
(1) 普遍文法の原理に内包されるパラメータ
と言語獲得、史的変化に関する理論的・
実証的研究についての現状を整理した。
とくに、言語獲得及び史的変化における
パラメータの関与の仕方について重点的
に検討した。この検討は逆に「可能なパ

ラメータ」の概念を規定する上でも有効
であった。 
 

(2) ミニマリスト・プログラムに基づく言語
機能の解明研究で中核的問題となる、言
語機能と認知体系のインターフェイスに
お け る  相 互 作 用 に つ い て 、
syntax-phonology interface 、 
syntax-semantics/pragmatics 
interfaceおよび processing systemの
各様相にかかわる現象として削除現象お
よび文断片をとりあげ 、言語間変異と普
遍特性について明らかにした。 

 

 
(3) 生得的言語機能の中に存在すると仮定さ
れる「言語間変異を司る制約」に関し、
言語獲得の観点から、その所在と具体的
な性質に関して検討を行った。言語現象
として、(i) 英語・スペイン語における
「断片的な答え」、(ii) 日本語における
階層構造、(iii) 日本語における項削除
とその制約の３つに焦点を当てて研究を
実施し、言語獲得に関する新たな事実を
発掘するとともに、「言語間変異を司る生
得的制約」への理論的含意を明らかにし
た。 
 

(4) Sluicing, VP Ellipsis, Null Complement 
Anaphora, DP-internal Ellipsis、
Gapping等 音形を欠く現象に関して、残
存要素の形態統語特性や無形部分が担う
意味特性にみられる言語間変異を明らか
にし、統語構造と意味の対応の問題を検
討した。 

 
(5) 3-6歳児の束縛現象、移動現象などに関
連する知識を調査するための実験を行っ
た。従来の実験方法の改良にも力を注い
だ。結果として、これらの子どもの言語
知識が質的におとなの言語知識と異なら
ないことを確認した。 

 
(6) 言語の異なり方を定めた生得的制約(「パ
ラメータ」)の存在に関して、日本語・英
語・スペイン語の獲得過程からの新たな
証拠を提示した。具体的現象としては、
日本語における格助詞交替・日本語にお
ける項削除・英語における内包的他動詞
(wantとneed)、英語およびスペイン語に
おける wh疑問文に対する答えなどの獲
得過程を取り上げ、実験調査及び自然発
話分析を通して、その獲得過程を詳細に
分析した。 

 
(7) 日本語を母語とする幼児の、かきまぜの
理解と韻律情報の利用の関連を調査する



実験を行った。予備実験後、実験結果を
分析し、言語材料、提示順、提示方法を
再検討し、本実験を実施した。その結果、
幼児は韻律情報を利用し、正しくかき
まぜ文を理解できることが明らかにな
った 

 
(8) ミニマリズムの視点が言語獲得および言
語変化に関する研究にどのような影響を
与えるのかについて検討した。 

 
(9) 生成文法と認知言語学について、とくに、
言語獲得の視点から、その研究姿勢の違
いについて検討した。一般にこの両者は
対立する言語理論のように受け止められ
ているが、実質的な研究成果の部分では
互いに利用可能な、有益な部分が多いこ
とを確認した。 

 
(10) 上記のように、本研究は、ミニマリズム
の研究プログラムと連動させ、最終的に
は言語知識、その獲得と運用、言語間変
異、史的変化を説明できる言語機能モデ
ルを構築するという明確な目標を持って
開始したものであるが、その目標が有意
義であることが明確となった。ことに、
獲得と運用、言語間変異との関連につい
ては、これらに直接かかわるモジュール
についての研究成果を活用して研究を進
めることが不可欠であることが明らかと
なった。 

 
(11) 英文誌Poetica 編集部からの依頼を受け、
その13号を言語理論と言語獲得とし、大
津と今西がその編集にあたった。この特
集号には研究代表者と研究分担者の全員
が論文を執筆し、それまでの研究成果の
一端を発表した。 

 
(12) 研究成果の一端をできるだけ広く活用し
てもらうことを意図して、『はじめて学ぶ
言語学』と『ことばの力を育む』の 2冊
を刊行した。前者は大津が編集したもの
で、研究代表者と研究分担者の全員が章
の執筆を分担している。後者は大津が窪
薗晴夫（神戸大学教授・当時、国立国語
研究所教授）と共に著した。 

 
(13) なお、当初、主として史的変化について
担当の研究分担者となっていた天野政千
代（名古屋大学教授・当時）が2008年6
月に急逝するという事態を受け、急遽、
大津と今西が史的変化について対応する
体制をとった。 
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